IMRニュース KINKEN : きんけん Vol.43 by 東北大学金属材料研究所
IMRニュース KINKEN : きんけん Vol.43
著者 東北大学金属材料研究所
雑誌名 IMRニュース
巻 43
ページ 1-7
発行年 2004-02
URL http://hdl.handle.net/10097/41930
?㍗?
?
?? ?
?
?
?
???
?
細
懲
・ 蕪
醸 一
●
◎ ■,
◎
◎ 冒
▲
1回◎
◎
ム
懿 黶
`
拶 飼
驫
一 」
江
売連槲
韈
攣
謡
.。 礎
を迫 られています。特に、法 人化に伴 い本所 繋
、、 逡,
をは じめ とす る国立大学附置研究所 は文部
》
㌔」 ?
」
『?
?
?」
?
?
??
?
??
??
??
??
?
ー
?
??
?
?
、?
?
?
?
?
?
㍑灘 麟繍1覊 靆
こつ い 墨.
麟鑼灘翻蕪
ゴ魂 詩噸畦 、に応え るべ く、研究所 問の連携 によ る新 し 懲 撫讐
St筆 些ut喉1+志 影 至
』再喩 磯撫蒲 ぢ写 甲
舞 所の鯱 が大学法人に委ねられること1こなります・灘 聯 になるものと期待されまt「・:のための欄 としT・個々 旛 毒
懃 享麟 嬲獺 難緇 轢 灘 鍵塞整驪 纖 鳶灘 躑 鏘鎌
爨1縲雛i纛轢蕪 鑛讐蕪鑼繍纖i纛繊
トップメッセージ 魂
科学省の省令による設置機関から外淋 韓蕊奪
熱聟欝聯繍 纜黝霧
爨鸞曳糠 獵雛 嬲靆
難 ン轟ガ近年の学問分野を取 り巻く状況の急激な変化によりご薄
地鞍 ℃大学においてもタイムリーかつ有効な櫞 の策定と実 藩
1鞭 繖 戳 鸞 欝 糶 農歪縦 糠 と_)エネルギー _尹_倉 攤)離
難蠶鯲緯蝋韈羅灘議麟
蠶驫蘿纛 簸　讌蕊灘驀馨驤
蘿籌撚 撒蘿灘灘{驚纖鵞撫灘驪驤
モ め ニ く な ど
こな 　 きエ
通信研究所、多元物質科学研究所)と2センター(東北 鷺 独自の研究展開を積極的に支援する体制の整備、およ 鐸
に け ヰ バ をニ
爨 アジア研究セン免 学際科学国隔 等研究セン多一)鑠 び大学法入化の醐 に合致した研究鞴 纖 の構谿 鱗
驚鷺羅爨羅ll韈鑼騨lll
l欝 谿 簾与謹蠏 鸞饗鰐雲鬯賂蠡
霧 関する研究として、轗 娘 多元研獺 を総橢 儲
皺 れまでの方針を堅持するとともに・上記の社会腰 求 妓 援をお願い申し 目ヂます・
韈騨嬲鑿藻難戀難
?
?
?
?
蘿鞴
??
?
?
?
『水素エネルギー社会を支える
職轟 織 鶲 蠡 轗1鱗愚馨莓轟
?
?
鍵 特嬲 熱材料学研郷 門・新素材設調 発施設 折 茂 慎 一
觀 講 、
料電池の燃料としての水素
■
たな錯体系水素貯蔵材料の合成
??
?
??
近年の環境 ・エネルギー問題への意識の高 ま
りか ら、燃料電池の燃料 としての水素が注 目さ
れはじめました。燃料電池 とは、水の電気分解の
逆反応によって低環境負荷エネルギーを取 り出
す ことができる「次世代の分散型発電システム」
です。水素 と酸素(空気)を燃料として水だけを
排出する燃料電池自動車などは「究極の無公害車」
として世界中で研究開発が進められていますし、
さらにはモバイル機器や医療機器あるいは工業用・
家庭用電源などでもこの燃料電池の利用が検討
されています。まさに、水素エネルギー社会の到
来といえます。
素を貯蔵する材料の多様化
そ こで重要 となる技術 のひ とつが 「水素 の
貯蔵」であ り、安全かつ コンパ ク トに原子状 の
水素 を貯蔵す るための金属系材料や炭素系材
料 あるいは錯体系材料など多様な材料群が検
討 されています。そのなかでも、リチウムや ホ
ウ素、炭素、チ ッ素などの軽量元素だけか ら構
成 される錯 体系材料 は、従 来材料の5倍 にも
達す る高密度水素をクラスター状に して貯蔵
できる材料として、現在特に注 目されています。
私 た ち は 、
燃 料 電 池 に 適
応 で き る 条 件
(10気圧 以 下 、
100℃付近)で
こ の ク ラ ス
タ ー 状 の 高 密
度 水 素 を 自 由
に 吸 収 ・放 出
で き る新 た な
錯 体 系 材 料 の 図1・代表的な錯体系水素貯蔵材料の
合 成 を進 め て 原子構造
い ます 。
従来 の錯体系材料は、例 えば図1に示すよ う
な[BH4]一(円内)とLi+のイオ ン結合 によって
安定化 してお り、そのため水素放出温度が 高
い(300℃以上)という特徴があ りました。
私たちは、図2に示すような高密度水素が含
まれ る[BH4]一イオ ン内部 の原子振動や、水 素
放 出温度の陽イオ ン依存性な どを詳細 に調べ
た結果、「電気陰性度 の大きな他 の金属で リチ
ウム を部分置換することにより錯体系材料 を
適度 に不安定化できる」という、水素放出温度
を低下させるためにきわめて重要な材料合成
指針 を得 ました。そ して、例 えばマグネシウム
で リチウムを部分置換 した試料 を実 際に合成
す ることによ り100℃付近での水素放出に成
功 しました。現在では、次 の課題となる水素放
出速度や耐久性の向上な どの研究を鋭意進 め
ています。
H
B
図2・クラスター状の高密度水素の原子振動
私た ちの この研 究 プ ログ ラムは、燃料電 池技
術 を強力 に支援 す る高密度 水素貯蔵材料 の実用
化 を促進 する もの と して、国際エ ネルギ ー機 関
(lnternationalEnergyAgency)でも公式
承認 されるなど、国際的にも注 目を集めています。
今後の水素エネルギ ー社会 に貢献す るで あろ
う このよ うな研究 を開始で きた こ とは、本所 内
外 の多 くの研 究者 の皆様 方か らの ご支援 の賜 と
考 えてお ります。いっそ うの ご指導 とご鞭 撻 を
心 よ りお願い申 し上げ ます。
IMRNEWSKINKEN 2
益 一血 遭 画陰 劃 薗陰,△ 一 」營隆 幽靂』』幽 匡麹
箭1ンの人生のスターあを' 選曾・趨廨のあのさつ
1966年に木村宏先生に助手 として採用されて以来、38
年間にわたって金研で研究させていただきました。木村先
生は1970年に基礎鉄鋼講座へ移 られ、その後は角野浩二先
生のご指導をいただきました。1978年までは金属中の欠陥、
その後は半導体中の欠陥を研究 しました,
最初は、モリブデン中の原子空孔の形成エネルギーおよ
び移動の活性化エネルギーを求める研究を行いました。高
温で存在する熱平衡原子空孔 を凍結するために、讖体ヘ リ
ウム中でモリブデ ン線を2500℃付近で加熱 ・急冷す る
Rinderer-Schultz法を採用しましたので、液化室の方々お
よびコリンズ液化機にお世話になりました。この研究過程で、
不純物や点欠陥の反応を化学反応方程式を用いて解析する
手法を学びました。これは後年、半導体中のクラスター(今
風に言えば、ナノ構造体)の正体 を解明する際に非常に役立
ちました。
1978年から半導体中の多種多様な欠陥を研究しました。
クラスターもその一つです。研究室にはない装置が必要に
な り、赤外吸収や電子スピン共鳴の測定では、非水研(現多
亨 需 響
元研)の赤外分光室や岩泉研究室の装置を借用しました。ま
た、フォトルミネッセンス測定では、仁科研の方々にご指導
いただきました。半導体の基礎物性を研究 されていた仁科
研の方々には、その後もいろいろと教えていただきました。
角野先生は、研究 をご指導くださったのみならず、他の研究
室で借用した装置が有用であることがわかるとすべて購入
してくださり、研究の広が りと深まりへと導 いてください
ました。
'上 記隊外の所内外の方々および木村研、角野研、末澤研の
メンバーのご援助 もいただき、次々とわき出てくる疑問を
かなり解決することが出来 ました。スペースの関係で とて
もお名前を書き上げることは出来 ませんが、本当にお世話
にな りました。定年まで実験 を続けるという、怠け者の私 に
はとても考えられないことが出来ましたのは、金研という「場
の雰囲気」のおかげです。歴代の所員、現所員および院生の方々
が「雰囲気づくり」に貢献されておられるわけで、全員の方々
に厚く御礼申し上げます。
実験室には大きなテーブルがある。このテーブルを囲んで
毎年忘年会をやる。今年も縁の人を集めて広根先生や酔っぱ
らって土足のままテーブルの上で騒いだ先輩たちの話を肴
に話が弾んだ。少なくとも50年前にはあったからきっと本多
先生の時代にも使われていたものと思われる。
私は39年前に初めて赤煉瓦の3階の一室でこのテーブル
にお目にかかった。この日か ら仙台の生活が始まった。担当
教官の神垣さんは金研寮を紹介してくれた。確か住所は長町
長峰八木山となっていたと記憶する。
初めて金研寮を訪れようと市電で長町に行き、歩いて三神
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昭和39年に今井研究室へ入門、卒業論文 「バッドフィール ド
鋼の組織に関する研究」以来、修士 ・博士課程、助手・助教授
の期間、合わせて40年という長い間大変お世話になりました。
木村宏先生の研究室で「金属の高純度化に関する研究」を学
ぶことができたのは、私の研究生涯にとって極めて意義深
いもので した。恩師、御指導下 さった皆様、研究 を支援して
下さった皆様、多 くの親友の暖かい御支援と励ましに支え
られ、この度恙無 く退官できます こと衷心よ り厚く御礼申
し上げます。
歴史にみるが如 く、文明進歩を支えたのは優れた特性の
金属開発であります。それに則 った実学 こそが金研⑳撮統
であると薫陶を受けました。入所以来、超高純度の電解銕な
どの素材、超高真空技術を応用 したコール ドクルーシブル
高周波溶解炉、浮遊帯溶融精製装置、高温引張 り試験装置、
高温光学顕微鏡などの試作により、超高純度(99.999%級)の
鉄や クロム基合金な どの10kgという大型インゴットを溶
製 し、多角的に特性を明 らかにする実験研究を進めてきま
した。また、超高純度を保証するため、含まれる不純物元素
の極微量定量法の確立を推進 してきました。
これ らの研究は、科学技術振興事業団の平成8～12年度戦
略的基礎研究推進事業 「超高純度ベースメタルの科学」、お
よび新エネルギー・産業技術総合開発機構の平成13～18年
度材料ナノテクノロジープログラム「ナノメタル技術プロジェ
ク ト」によって大進展しました。金属(合金を含む)の超高純
度化によって発現 した新しい特性については、日仏独米が
中心にな り発足させた第1～10回「超高純度ベースメタル国
さらに、超高純度金属の研究を中心として、平成9年、金研
は、ペンシルヴァニア大学工学部(米国)、サンテチェンヌ国
立鉱山大学材料構造センター(仏国)、マックスプランク金属
研究所(独国)と学術交流に関する協定書を結び、国際的研究
交流の下に、超高純度金属 に関する基礎的研究の活性化に
取 り組んできました。
平成12年、金属の超高純度化、すなわち、金属1g中に含ま
れる各不純物元素量を10ngオー ダ ーまで低減すると飛躍
的特性が発現することか ら「ナノメタラジー」の概念を提唱
しました。その具体的成果は百科事典に掲載されました*。
平成16年度から「ナノ金属高温材料学寄附研究部門」が設
置されることになり、その講座に就任することになりました。
始まったばかりの 「ナノメタラジー」の完成と飛躍的特性 を
有する金属の発掘、特に、高温材料の実用化を世界的視野に
立って推進するため、伝統ある金研でもう一頑張 りさせて
頂くことになりました。途轍 もな く実 り多い成果を与えて
下さった金属の神様、そして新講座で新たなる挑戦のチ ャ
ンスを授けて下さった皆様に深く感謝するとともに、今後
ともよろしくご指導の程お願い致す次第であります。
峯に辿り着いた。近くの店屋で金研寮を訪ねたところ、おば
あさんが出てきて丁寧に説明 してくれたがいきなりの仙台
弁に頭がくらくらした。あわてて仙台駅に戻り改めて八木山
神社前行きのバスを発見、4時間かけて寮に辿 り着いたので
ある。
液化室の庄んつあんと液体ヘリュウムを汲みながら雑談
するとき、いつもこの ことを思い出していた。庄子喜三さん
も今年(平成15年)亡くなられたとの奥様からの便りがあった。
寂しい限 りである。
この大きなテーブルとも退官とともに最後のお別れである。
*KAbiko:Ultrahigh-PurityIron,TheEncyclopedia
ofMaterials,ScienceandTechnology,ArticleNumber:
Iron,Ultrahigh-purity/200105,Ed、Buschow,Cahn,
Fleming,Veyssiere,Kramer,ElsevierScience,2ndEd
WebOctober,2002,vo1.11,p,1-9.
昭和39年の東京オリンピックを経て十数年間は"列島改
造ブーム"に沸き、衣食住 と道路などインフラ整備に明け暮
れる時世で、鉄鋼を始めとする構造(成)材が主な研究對象
でした。
原子炉材料部門(幸田研)で取り組んだBe合金、Zh℃aloy,
Mo合金は何れも非常に活性であ り、大気中で扱えない對時
の新素材でした。中でも、Moは高融点(2650℃)のため、溶
解、圧延、再結晶、強度測定 と何れも加熱手段 に苦 しめ られ
ました。
時を経て、所内でも活性なTi合金 とか金属間化合物など
への関心が高まり、高出力のアーク炉、Wメッシュ・ヒーター
を内蔵する高真空焼鈍炉と引張試験機など一台数千万円も
する高価な装置が利用可能 とな り、一気に研究 を進めるこ
とが出来ました。市販の粉末Mo合金にくらべ延性、高温強
度ともに優れたMo合金の開発に成功いたしましたが、将来、
核融含炉の一部にでも利用されれば嬉しい限 りです。
難 しい研究でありましただけに困難に見舞われるたびに、
ご指導頂いた諸先生、親身なご支援を頂きました工場、旧共
通室の方々を始め皆様のお姿を偲ぴつつ心からお礼申し上
げます。
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藁 平成14年4月に金沢大学か ら本所に転勤 して二年が過 意味での共同体的な感覚から競争するという意識がより強
ト广 ぎようとしています。 くなるのかもしれません。しか し競争が過度 になって互い
帯畜大、秋田大、東北大、山形大、新潟大、金沢大、そして二 に足を引っ張 り合うことになっては元も子もありません。
い
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度 目の東北大 と7箇所で勤務させていただきました。今春3
月に定年を迎えることになり感慨深いものがあります。
日本の将来を担 う学生を世界標準で活躍できる人材に育て
ていくための法人化であってほしいと願っています。その
写 どの大学にも歴史があり、設立理念は異な りますが、学幾 だめに事務の皆さんにも一層のご精進を切にお願いします。
9 を育てることと学術研究 を担っている点は、皆一緒 と言え 井上所長をはじめ一流の先生方 とご一緒できたことは貴
顰 るのだと思います。 重な経験でした。世界の「KINKEN」の益々のご発展をお祈
博
叢 法人化後は、今までのような文科省国立大学 という良い り い た しま す 。
平成13年3月、公務員として最後の3年間の勤め先である
金研共同利用掛への異動の内示を出張先で受けたのが、つ
いこの間のように思い出されます。
昭和36年4月、技官として公務員生活のスター トを切 り、
途中事務官に転じ、2つの高専を経て平成4年4月から反応研、
事務局研究協力課、金研と長 いようで短かかった43年間の
公務員生活にあと僅かでお別れをするときが参りました。
内示を受けた時、共同利用掛ではどんな仕事を担当 して
いるのか、正直言ってほとんど知りませんでした。4月に席
に着いたものの、初めての事ばか りで戸惑いの連続でした。
幸い良き上司・同僚に助けられなが ら、金研独特の雰囲気に
慣れるにつれ、金研 に何年もいるような顔をして今 日に至
りました。
金研での3年間を振 り返ってみますと、金研のためにどれ
ほどのことをなし得たのか疑問符だらけです。職分をわき
まえもせず、辛口なことを申し上げたことも多々ありまし
たが、この誌面をお借 りしてお詫び申し上げます。
お蔭様で金研での3年間、無事勤め上げることができまし
たことに深く感謝申し上げますとともに、金研の今後 ます
ますのご発展 と皆様のご多幸を祈念 して、退任の挨拶とさ
せていただきます。本当にありがとうございました。
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一 一・ 研 究 会 報 告
『ミタゴ/ナノ組絨剥御と高温亘ナi竺性t
.・稟亰大学大学院新領域研究科 乳佐 久闘健六.㌦ ・:ぎ
2003年10月30(木)・31日(金)に超塑性研究会の
協力を得て 「ミクロ/ナ ノ組織制御と高温巨大延性」
研究会が開催 されました。
本研究会では、低比重で リサイクル性 もある新し
い軽量高強度材料 として注目されているマグネシウ
ム合金とチタン合金などの軽金属材料 を中心に、研
究開発動向と変形機構に関する新しい成果について
取 り上げました。マグネ シウム合金は電子情報機器
の筐体や自動車部品として生産量が前年比1.5倍のペ
ースで増えている一方で、基礎的な研究 も飛躍的に
進展しています。また、チタン合金でも、ゴム メタル
やニッケルフリー生体用チタン合金などが開発され
て新 しい展開が始まっています。
マグネシウムの粒界構造ならびに粒界すべ りが変
形 に及ぼす影響 も明 らかになってきてお り、引抜加
工や押出加工などを用いたミクロ組織制御による配
向 と結晶粒径の制御が塑性変形に大きく寄与するこ
とが分かってきました。
また、最近注目されているMg-Zn-Y合金では、Zn
微量添加によって積層欠陥が形成 されて耐クリープ
性が向上すること、Znをlat%含んだ急速凝固材料で
は長周期積層構造が形成されることによって高強度
化が図れることなどが分かってきました。
一方、チタン合金では、生体適合性に優れたニッケ
ルフリ■一一・の形状記憶・超弾性・低ヤング率Ti-Nb-Sn
合金が開発され、合金成分と熱処理条件の最適化に
よる組織制御によって、従来の形状記憶合金ニチ ノ
ールを凌ぐ特性が得 られるようになりました。また、
低ヤ ング率・高強度のゴムメタルでは非転位型の塑
性変形が生じている可能性が大きいことが分かって
きました。
最後に、この研究会を開催するにあた りお世話に
なりました金属材料研究所花田修治教授、同共同利
用掛、超塑性研究会に心より感謝の意を表 します。
匪諺 コん字塀倒 兀コ嬋 甥 ヴ渥誹捌一
本研究会は、東北大学が計画している先端放射光施
設における放射光利用研究の展望、光源およびビーム
ラインの設計、施設の在 り方について、本学および北
日本(東北・北海道)関連大学の研究者 と、全国の放射
光施設の研究者などが一堂に会して意見交換、議論を
行い、より充実 した計画案を作成 し、早期の実現に向
けた具体的方策を探ることを目的としました。
最初のセッションは、東北大学計画の放射光光源及
び施設に関するものでした。続いて放射光を利用した、
あるいはこれからの利用を視野に入れた、分光学的研究、
構造解析研究のセ ッションが持たれ、無機物質・材料、
さらに、有機物質・生体物質に関連する研究が述べ ら
れました。
2日目は前日の光源、施設、利用研究の講演内容を共
通の立脚点 として、東北大学計画の新展開に向け、国
内の小型放射光光源を有する施設の現状報告 と将来
計画の講演が行われました。さらに、話題提供、コメン
トに引き続き自由討論が行われ、活発な議論がなされ
ました。
図囿回目
鯲 ヲ回{獺 〔扈(劈㊧
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ll月6～7日、金属材料研究所 の講 堂において、表記 ワーク ショップ を行 いま
した。
機能性材料は、ますます多様で高度なものにな りつつあり、圧カ 電ー気、熱一電気、
光一電気 相互などの複合的な機能変 換が求め られてい ます。特 に、それ らの機能
材料の特性は、材料の合成プ ロセスお よびナ ノ構造 に依 存 して大き く変化 しま
す。そ こで、材料の合成 プロセスを高度化する ことにより精緻な構造制御 を行い、
高機能変換材料を開発する ことが期待 され ます。
本 ワークシ ョップで は、固相反応、液 相反応、気相反応 プロセ スを用 い、セ ラ
ミックスの分 野で材料 の合成 ・開発を行 って いる研 究者が集 ま り、種 々の合成
プ ロセ スを通 して材料 の高機能化 を達 成するため の斬新 なプ ロセ スおよびそ
れ らの横 断的な複合構造 制御 につ いて の最近の研究 発表および情報 交換 を行
いました。
小林典男
遷移金属酸化 物は、電荷 ・ス ピン・軌道 間の強 い相互作用 によ り高温超伝 導、巨
大 磁気抵抗効果 、高 い熱電 効果な ど多彩 な性質 を示 すことが知 られ、次世代機能
性 材料 として様 々な分野で期待 され ています。
本所では平成12年度 に材料 と しての薄膜 に着 目しバルク材 では得 られな い新
しい機能 の創成 をめざ して、4つのグル ープが 中心 となっ て表記 の課 題で先導
的研究 設備 費 の交 付 を受 け、これ を機会 に本所研 究部共同研 究の3年 間の重点
研 究課題 として 申請 し、採択 され ま した。本 年度はそ の最終年度 にあた り、本 ワ
ークシ ョップは3回 目の成果報告会をかねて12月1、2日の2日間開催 され ました。
ワークシ ョップでは、招待講演、共 同研究成果、各グループの成果報告 を含 めて、
遷 移金属酸化物超伝 導体 の低温STM観察、超伝導薄膜の輸送特性、レーザー アブ
レー シ ョン法 による貴金属酸 化膜の作 製 とそ の特性、遷移金属 ドープIII族窒 化
薄膜の作製 と特性、スピン依存 トンネル伝導な どの研究 発表があ りました。3年
間の成果報告は、研究部共同利用報告書 に掲載される予定です.
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従来の無機半導体を中心とした電子材料とは異なるカテゴリーの物
質の研究が盛んに行われる中で、有機材料とカーボンナノチューブは、
ナノスケールの単位をもとにした分子エレク トロニクスの中心的な存
在です。しかし、有機と炭素材料は似たような方向をめざしているにも
かかわらず、分野間の交流は非常に少ないように思われます。
本研究会は、有機材料とナノスケールカーボン材料の研究者が、エレ
ク トロニクスの基礎研究をキーワードに、情報・意見の交換を行うこと
を目的として、11月13-14日の2日間、IFCAMセミナー室にて開催さ
1_."賦 覊
れました。
講師の数を絞 り、1講演あたり10分の討論時間を設けたため、極めて
濃密な質疑討論が展開されました。また、2日目には,Rensselaer
PolytechnicInstituteのAjayan教授による招待講演が行われ、60名
近い聴衆が集まり狭いセミナー室いっぱいの盛況となりました。
異なる分野間の情報交流ができ、非常に刺激的で有意義な研究会が
開催できたことを喜んでお ります。参加者、関係者の皆様には心より感
謝いたします。
篇 ご・ 罵'閉 。㌍ 抽,ご、繋 。疏 冨 ∵ 矧' 一 旨」 謹 1匪 脚 認 驚 =卩 轡 欄 鴛 岬 譯 、. ご 噸 ・熔 徽 塾
「原子力材料のナノ構造と巨視的性能」と題する研究会が、11/14と15
の2日間にわたりに開催されました。所内外から約30名の専門家が集まり、
このトピックに関する最新の研究結果の報告と、十分に時間をかけた討論
が行われました。
主な研究対象は軽水炉圧力容器鋼の照射による硬化・脆化で、その主要
な原因とされている、主として銅を含む微細集合体・析出物に関して、陽電
子消滅、アトムプローブなどの実験手法を用いた研究と、分子動力学、転位
動力学、有限要素法などのコンピュータシミュレーションによる研究の報
告が行われました。
中でも実際の発電炉で非常に低い
損傷速度で照射した場合には銅集合
体が形成されるのに対 し、試験炉で
比較的高い損傷速度で同程度照射し
た際には空孔集合体しか形成されない、
という顕著な違いがあることなどが
報告され、活発な議論が行われました。
雫丿幽 罐一ヨ ノ、ノ」」 三弖一」一尋 」∠},ゲ量1性iE・ 劉
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11月13～14日、金属材料研究所の講堂において、表記研究会を行い
ました。
地球温暖化や化石エネルギー源の涸渇など、エネルギー環境問題は、
現在、人類が直面する最も重要な問題です。熱電変換は、これらの問題
に対する一つの取 り組み として、各方面で研究が進め られ、近年、徐々
に実用化の段階に入 りつつあります。
また、最近、相次いで、新しい理論的な予測、新材料・新現象の発見が
報告されており、熱電材料の研究が新たな段階に入りつつあることが
予感されます。
そこで、本研究会では、理論、新物質、材料プロセス、薄膜デバイスなど、
熱電材料における新たな動きについて、多方面の研究者が集まり、最新
の材料学的な研究動向および実用化に向けての可能性について討論を
行いました。
ぎ ぜ ゆ ヰ　ザく 　 ノ ひ
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H15・3・24高 梨研 嶋 敏 之 第13回トー キン科学技術振興財団研究奨励賞
3・25 小林研 工藤 一貴 東北大学大学院工学研究科応用物理学専攻第6回応用物理研究奨励賞
3・27 高梨研 高梨 弘毅 日本金属学会功績賞
川 添 研 川添 良幸 日本金属学会学術功労賞
井上研 井上 明久 日本金属学会谷川 ・ハリス賞
井 上 研 井上 明久 日本金属学会金属組織写真賞(佳作)
井 上 研 大 砂 哲 日本金属学会金属組織写真賞(佳作)
花 田研 正橋 直哉 日本金属学会功績賞
技 術 部 猪狩 博志 日本金属学会研究技術功労賞
4・17 技 術 部 小原 和夫 文部科学大臣賞・創意工夫功労者表彰
5・9 岩佐研 田ロ 康二郎 第4回本多記念研究奨励賞
5・21 花 田 研 正橋 直哉 本間記念賞
兼井上研 吉見 亨祐 本間記念賞
技術部 本郷 雅雄 本間記念賞
5・23 宇 田 研 宇 田 硲 韓国結晶成長学会学術賞
5・30戸叶研 中森 裕子 ナノ学会(2003年度創立記念大会)学会賞
6・11 井上研 井上 明久 ケンブリッヂ大学KellyLecture
戸叶研 折茂 慎 一 日本マグネシウム協会奨励賞
6・24 小林研 小林 典男 社団法人未踏科学技術協会'第7回超伝導科学技術賞
小林研 西嵜 照和 社団法人未踏科学技術協会し第7回超伝導科学技術賞
鋤賞廟 替㍑ ゴ 瓮1臓譜 叱塚 聾 熱樋 槻賑∴∴,.葡薪∴ジ 鷺∵1饗
Hl5・7・5 川 崎研 大 友 明 第16回安藤博記念学術奨励賞
7・9 井 上研 井上 明久 THERMEC-2003D匡stmgulshedSclentistAward
7・23 中 嶋研 藤原 航三 15血且mg冂㎜ 〔bnferenc書onCr醐Grow廿nndEpl面【yP㎞lo(1)n陀5IAward
7・30 宇 田研 宇 田 聡 日本結晶成長学会論文賞
9・17 前川研 前川 禎通 日本応用磁気学会賞
9・24技術部 根本 啓次 日本分析化学会有功賞
10・9 井 上研 井上 明久 服部報公会報公賞
1⑪・14 花 田研 花田 修治 米国金属学会ASMフ ェロー賞
10・15 川 崎研 川崎 雅司 IUMRS-ICAM2003最優秀ポスター賞
10・23中 嶋研 佐 崎 元 第1回日本マイクログラビティ応用学会奨励賞
10・28川 添研 川添 良幸 SharedUnlversltyResearch(SUR)Award
!0・31 強磁場 小山 佳一 金属研究助成会第43回原田研究奨励賞
中 嶋研 宇治原 徹 金属研究助成会第43回原田研究奨励賞
川 崎研 大 友 明 金属研究助成会第43回原田研究奨励賞
11・6 新素材 木村 久道 日本粉未冶金工業会第1回PM研究促進展奨励賞
技術部 笹森 賢一郎 日本粉末冶金工業会第1回PM研究促進展奨励賞
井上 研 井上 明久 日本粉末冶金工業会第1回PM研究促進展奨励賞
11・17 高梨研 薬師寺 啓 日本応用磁気学会優秀講演賞
11・27 高梨研 薬師寺 啓 凸eln陀ma[蹲照is皿圃 皿oロAdva鯏瞭t剛a忙拙Y㎝ ㎎ 醗rA剛
12・5 技術部 小池 英太郎 日本鉄鋼協会鉄鋼技能功績賞
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RESEACH一INDEX 陽電子量予ドット状態1原子炉圧力容器鋼中のナノ銅析出物 〈新・研究インデックス〉
最近、私たちは、陽電子を使って原子炉圧
力容器鋼の照射脆化の主原因となる不純物
・ 錮の1nm程度の銅析出物を観察できること
1を 見いだしました。陽電子は、鉄よりも銅原
子を好み、銅原子の集合体があると、自らそ
の集合体に閉じこもるという陽電子量子 ドッ
ト状態が実現するのです。図は、59個の銅原
子からなる析出物(直径約1nm)に閉 じこめ
られた陽電子の密度分布を示 していますが、
1密 度分布が十分小さくなった外側に、析出
亅L__一___一一一一 一 一 一一一一_一..一,
PositronQuantumDot
{閥anoCuPrecipit団teinFe:Feg邸Cu59).
物最外殻の銅原子があることが分かります。
従来このようなナノCu析出物は最新の
電子顕微鏡などでも観測することができ
ないため、その形成・成長過程を直接確か
めることはほとんど不可能でした。私たち
はこの現象を利用し、高経年化時代を迎え
つつある我が国の原子炉の圧力容器の安
全性をより確実にするために、原子、電子
レベルに基づいた脆化機構解明の基礎研
究に励んでし甑(長 谷川雅幸i凵
人 事 ニ ュ ー ス(平 成15年9月2日～平成16年1月1日)
先端材料に関する東北六学
ゲッティンゲン・フォーラム輾告
岩佐義宏
表記 フォーラムが、10月22-23日の 程 で、ドイツのゲ ッテ ィンゲ
ン大学 にて開催 され ま した。本 フ ォー ラムは、東北大 学、ゲ ッテ ィ ン
ゲ ン大学、日本学術振興会 の主催で、本学と ドイ ツをは じめ とする ヨー
ロッパ各国 の大学 間の、学術交流 の拡 大を 目的 として、全部 で3回、開
催 されています。
第1回目の会場 として ゲ ッテ ィンゲ ン大学 が選ばれた理 由は、本多
光太郎初代所長が冶金学 の権 威Tamman教授の下で青年時代 をすご
し、その後,東北大学 との強 い協 力関係 を築いて きた ためです。また、
ゲ ッテ ィンゲ ン大学は、18世紀か ら20世紀前半に いたる長 い間、数学 ・
物理学研究の世界的な 中心地 と して君臨 した、大変著 名な大学です。
フォー ラムで は、(1)本学お よびゲ ッテ ィンゲ ン大学を中心 とす る
ドイッにおける先端材料に関す る研究会、(2)本学における材料科学、
流体科学、先進医工学、三分野の啓蒙的シンポジウム、(3)本学・ゲ ッテ ィ
ンゲ ン大学間 の学 術交流協定 の締結、(4)本学 との学術 交流へ の貢 献
者に対する 「東北大学本多光太郎記念 賞」の授与式 、(5)本学の全21世
紀COEプ ログ ラム の紹 介な ど、盛 りだ くさんの行事 が 開催され ま
した。本所 か らは、材 料科学分野 の21世紀COEプ ログ ラムの 中心部
局と して、所長 をはじめとする6名の教授 陣が参加 しま した。
講 演会 や、ゲ ッテ ィ ンゲ
ン市長および本学 総長主催
の レセ プシ ョンには約150
名 の 参加者 が集 い、交 流の
さ らなる促進 をめざ した盛
んな議論が交わ され ました。
写 真 は、本所 を中 心 として
作 製された本多光 太郎記念
賞 メダル(材質は金属ガ ラス)
のレプ リカです。
團 ・園 ・圈 ・国
IMRニュースは遠藤前広報室長の下で新た
にKINKENとして大きくスタイルを変えて
からそろそろ3年 となります。この間、広報室
ではそのスタイル を踏襲してきましたが、記
事に新鮮味が無くなってきたとの御意見も頂
くようになってきたようです。今年4月 から
の東北大学の独立行政法人化にともない、広
報室をとりまく環境も変わることになってい
ます。特に法人となるからには、金研全体にとっ
'斈 ≡ 『孑=≡ 診=・
福 山 秀 敏
一
一
教 授10/1付転入(東京大学物性研究所 教授から)(附属材料科学国際フロンティアセンター )
平 賀 晴 弘 助 手 10/1付採用(山田研)
松 本 洋 明 助 手 10/1付採用(花田研)
佐 原 亮 二 助 手 10/1付転入(工学研究科 助手からX川添研)
柿 沼 弘 美 掛 員 10/1付転入(学務部留学生課か ら)(庶務掛)
秩 父 啓 輔 掛 員 10/1付採用(用度 第一一掛)
陳 明 偉 教 授 11/1付採用(附属材料科学国際フロンティアセンター)
高橋 ま さ え 助 手 11/1付採用(川添研)
遊 佐 英 明 経理掛長 10/16付転入(学務部学生課か ら)(経理掛)
呉 克 輝 助 手 12/1付採用(附属材料科学国際フロンティアセ ンター)
黄 新 明 助 教 授 1/1付採用(宇田研)
佐々木 美由紀
冊 ・・議
庶務掛主任1/1付育児休業から復帰(庶務掛)
一
一
助 教 授11/1付 助手か ら(井上研)
「
助 手9/30付辞職(川添研)
竹 内 章
:嬲 』匿輩亀藷2
BRIERETINAMARIE
張 涛 助 教 授9/30付任期満了(附属新素材設計開発施設)
大 場 泰 行 用麟 一掛主任 10/1付昇任(電波高専学生課 学生係長へ)(用度第一掛)
菅 原 芳 則 経理掛長 10/16付転 出(経理部契約室へ)(経理掛)
孫 威 助 手 12/15付辞職(不定比化合物物性学研究部)
今 泉 吉 明 助 手 12/31付辞職(末澤研)
鈴 木 友 美 12/31付任期満 了(庶務掛)
「
ll/1付配置換(材料照射工学から新素材へX附属新素材設計開発施設)
気 鑛 讐
鰤 脾
10/1～12/31北京大学物理学科教授(附属材萪科学国際フロンティアセンター )
獅 葦三二
湯 葢 邦 夫
臨時的任用
助 手
!濡瓢 叢難T蕊;蕊=講灘攤 覊 韈鑼一、
ヤ ン ウ エイ シエ ン 教 授
ジ ー ・ ジ ア ン 教 授 10/23～1/22中国痩旦大学表面物理研究所 所長(附属材料科学国際フロンティアセンター 〕
カリウリン ギニヤット 教 授 m/1～12/31ドイツマックスプランク研究所 教授〔附属材料科学国際フ囗ンティアセンター }
パノフ ウラジミル イワノビッチ 教 授 1/1～3/31MIV囗モノソフモスクワ州立大学 教授(附属材料科学国際フロンティアセンター )
マルティネク ヤン アルビン 助 教 授 1〆1～3/31ドイッカ ルース,レー工大学理諸物理学研究所 助教授〔附属材料科学国際フロンティアセンター )
ランガナサン スリニヴァサ 教 授 4/17～9/30インド科学研究所 教授(附属新素材設計開発施設)
クマール ヴ ィジエイ 教 授 10/1～3/31クマール ヴィジェイ博士財団代表(附属新素材設計開発施設)
ても研究者個人にとっても、広報の役割 はこ
れまで以上に重要となると考えられます。広
報室で もIMRニュースKINKENをどの様な
形にしていくかという議論を常に行っていま
すが、金研か ら最先端研究の情報 を発信する
意味でも、皆さまからの斬新な御意見やニュー
ス投稿をお待ちしてお ります。
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